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「緑の基本計画」とは、都市緑地法第４条に基づき、緑地の保全及び緑化の目標、その目標を達成するために

推進すべき施策等を定めるものであって、本市における緑に関する基本計画（マスタープラン）となります。 

本計画で対象とする「緑」とは、公園・広場、樹林地、草地、河川・湖沼、農地、公共施設の緑、⼯業地 

の緑・商業施設の緑、住宅の庭や⽣垣などの⺠有地における緑など、まちの緑全般を対象としています。 

2019 年度～2033 年度 

桜町湧水公園芝川公園JR 川口駅 東口 

荒川運動公園 

⻘⽊町公園 

峯ヶ岡八幡神社

グリーンセンター上谷沼調節池 

安⾏原⾃然の森

JR 東川口駅 南口
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計画策定の背景と位置付け 
本市では、平成 20 年に「川口市緑の基本計画（改訂版）」を策定し、緑のまちづくりを推進してきました。策

定後 10 年が経過し、この間、地球温暖化問題や少子高齢化の進行、都市緑地法の改正など、緑を取り巻く環境

や社会情勢が大きく変化しています。一方で、鳩ヶ谷市との合併や「第 5 次川口市総合計画」が策定されたこと

もあり、これらに対応するため、新たな「第２次川口市緑の基本計画」を策定しました。 

本計画は、「第 5 次川口市総合計画」のもとに位置づけられ、「川口市都市計画基本方針」、「川口市景観計画」
等の関連計画との連携も図っていきます。また、広域的な視点としては、「第 2 次埼玉県広域緑地計画」を踏ま
えつつ策定しました。 

新たな計画の特色 

  

現在、緑の活動に参加していただいている方々は、⾼齢化などにより減少してきています。⼀方、市⺠か
らの⾝近な緑に対する要望や価値観は多様化しています。特に、緑は多様な⾃然環境を形成しており、市⺠
の暮らしはもとより、動植物の生息・生育空間にも大きく影響を与えます。 

そのため、今後は、動植物など様々な緑に関する情報を市⺠と共有することで緑に対する関⼼を⾼め、「市
⺠とつくる緑のまちづくり」への参加を促進し、多くの市⺠が参加した質の⾼い緑づくりと、持続的な維持
を実現していきます。 

特色３ 市⺠とつくる緑の質 

本市には、⾸都圏近郊緑地保全法により、「安⾏近郊緑地保全区域」に指定された区域があります。⽥園的
⾃然環境を保全することを主とした当該地域内では、現在、イイナパーク川口（赤山歴史⾃然公園）が整備 
中（平成 30 年４⽉⼀部供⽤開始）であり、周辺の農地は観光に資する場としての活⽤も検討されています。
しかし、緑化需要の減少などにより、農地以外の⼟地利⽤の転換が進んでいます。 

こうした現状から、「現状維持の保全」から「都市的⼟地利⽤と共存した緑の保全」へ方針転換を検討し、
⼈を呼び込める魅⼒ある緑に囲まれたまちづくりを実現していきます。

特色２ ⼈を呼び込める魅⼒ある緑

特色１ 市⺠の目線を重視した美しい緑

前回の計画では、市内の緑の評価方法として、緑の量を重視した緑被率を測定してきました。しかし、緑
被率では建物の壁⾯緑化や生垣など、市⺠の目線で感じられる美しい緑を評価することができません。 

⼈口増加に伴う都市的な⼟地利⽤が進⾏する本市では、緑を⾯的な量ではなく、美しさを感じられる緑の
創出が求められています。そのため、今後は、市⺠が緑を⾝近に感じることができる緑視率を緑の評価指標
とする中で、市全体で緑の配置・美しさの維持・創出を実現していきます。

緑視率調査の実施 
■ 緑視率とは 

緑視率とは、ある地点における人間の視野内に占める緑の見かけの量の割合を

示す指標です。撮影地点と撮影方向を定め、定点観測を行うことで、市内の見か

けの緑の量を計測します。算出方法は、緑視率＝（緑の面積）÷（撮影範囲）と 

なっています。 

■ 調査実施場所 

川口市が取り組むまちづくりの施策と結びつく場所、新たな公共施設の整備において緑化を推進できる場所、市民や来

訪者が多く利用する本市の玄関口である駅、街路樹の管理方針が策定された歩道 

撮影範囲

緑の面積
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川口市の緑の現況 等 
現況の市内の緑の⾯積は 853.0ha（平成 31 年 3 ⽉末時点）で、市全体⾯積（6,195.0ha）の 13.8％となっ

ています。最も多い緑は、⽥・畑や市⺠農園を含む⺠間施設緑地となっています。 
 

 

緑の区分ごとの推移 
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面積 公園数

都市公園, 

197.0ha, 

3.2%

公共公益施設, 

6.9ha, 0.1%

民間施設, 

365.7ha, 

5.9%

保全緑地, 

18.5ha, 0.3%

生産緑地, 

125.2ha, 

2.0%

河川区域, 

139.7ha, 

2.3%

建物・道路等, 

5342.0ha, 

86.2%

緑地全体, 

853.0ha, 

13.8%

都市公園数と面積の推移 

17.8ha 19.6ha 18.7ha 18.5ha

33箇所 34箇所 33箇所 34箇所

平成24年 平成26年 平成28年 平成30年

面積 箇所

保全緑地指定箇所数と面積の推移 

138ha 134ha 130ha 125ha

519箇所 506箇所 502箇所 489箇所

平成24年 平成26年 平成28年 平成30年

面積 箇所

⽣産緑地地区数と面積の推移 

保全緑地は大きく変化することなく推移しています 生産緑地地区はゆるやかに減少しています 

≪川口市内全体≫ 

3.45ha 3.33ha 3.28ha
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一人当たりの公園緑地面積

都市公園数・面積ともに増加していますが、人口増加に一人当たりの公園緑地面積は追いついていません 

一⼈あたりの公園緑地面積の推移 

出典：都市計画基礎調査、都市公園等一覧表 等 

※平成 10 年・平成 20 年は合併前の鳩ヶ谷市の数値は含まれておりません 
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緑の配置方針図 
市内における緑の配置方針を体系的に示すため、緑のエリア・ネットワーク・拠点を「緑の配置方針図」とし

て位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の将来目標 
目標① 美しい緑の景観づくり 

緑の⾒た目の量を増やすことや、設置する緑の目的や効果を考慮して樹種を選定するなど、市⺠や来訪者のニ
ーズを意識した緑のデザインや維持管理の徹底により、市⺠の緑の景観や管理への満⾜度を向上します。 

 目標指標 2019 年度 2033 年度

緑視率の上昇箇所の割合 緑視率の調査結果を基準に 
上昇箇所の割合を目標値とする 50.0％ 

目標② 貴重な緑の保全・管理 
近年、市街化調整区域内でも緑の減少が著しいことを踏まえ、今後は市街化調整区域内でも「特別緑地保全地

区」・「保全緑地」を指定することで積極的に緑の保全を進めます。 
 目標指標 2019 年度 2033 年度

保全すべき緑地の確保 
（特別緑地保全地区・保全緑地の⾯積） 18.2ha 20.0ha 

目標③ 緑に親しむ環境づくり 
生物多様性に配慮した公園や水辺空間を整備することで、市⺠が緑に親しむことができる環境づくりを進めます。 

 目標指標 2019 年度 2033 年度
市⺠が緑に親しめる公共施設等の数

(ビオトープ・⾃然公園等動植物が生息・生育できる公園等) ４箇所 ８箇所以上 

緑の保全と 
創出エリア 

●緑の保全エリア 
既存の緑地や水辺を保全するエリアとして設定します。

●緑の創出エリア 
周辺環境との調和を図りつつ、新たな緑を創出するエリアとして設定します。

水と緑の 
ネット 
ワーク 

●水の骨格
荒川、芝川、⾒沼代⽤水など、市域を流れる大⼩様々な河川や水路を「水のネットワーク」
として重要な骨格と位置づけます。

●緑の骨格
安⾏台地の斜⾯林を中⼼として、水辺の緑とともに「緑のネットワーク」として重要な骨格
と位置づけます。 

●広域圏における役割 
⾒沼⽥んぼは、⾸都圏及び埼玉県域における広域圏の貴重な緑の大規模空間です。 
⾒沼⽥んぼの東⻄の縁を流れ、本市域に⾄る⾒沼代⽤水と、その⽀線である赤堀⽤水は、⽤
水沿いに連続する斜⾯林の景観と⼀体となって、水と緑の骨格の⼀部を形成しています。

緑の保全・ 
活用拠点 

●豊かな自然環境を維持・保全する拠点
荒川河川敷のビオトープやイチリンソウ⾃生地などを「豊かな⾃然環境を維持・保全する
拠点」として位置づけます。

●一般公開されている緑の拠点
市⺠に広く利⽤されている公園や調節池広場等を「⼀般公開されている緑の拠点」として
位置づけます。 

●緑の発信拠点 
本市の顔となる駅周辺を「緑の発信拠点」として位置づけ、親しみやすく四季の変化が感じ
られる良好な景観形成を図ります。
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緑のまちづくりに向けた機能別方針 

 

  

本市の緑の現況や緑への市⺠の意向等を踏まえた緑の課題を整理した上で、緑の持つ、「景観形成機能」、「環境
保全機能」、「レクリエーション機能」、「生物多様性機能」、「防災機能」といった、５つの緑のまちづくりに向けた
機能別方針を策定しました。



 

7 

 

  

⾒沼用水路沿いの斜面林

グリーンセンター

イイナパーク川口 
（赤山歴史自然公園）

ＪＲ川口駅 東口

イチリンソウ自⽣地
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川口市が目指す緑の将来像の実現に向けて 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 市⺠、関連団体・事業者、⾏政の連携

≪ 緑 の 将 来 像 ≫ 

水と緑といきもので四季を感じる みんなが安らぐまち 川口 

実現に向けて

○緑地保全・緑化施策を実施する。 
○地域の緑化活動に対する⽀援・助成を

実施する。 等 

＜行政の役割＞ 
○事業所周辺で実施されている緑

化や管理活動の参加に努める。
○事業所の敷地との接道部やなど、

に⾒える場所の緑の量・質を⾼め
よう努める。 等 

＜関連団体・事業者の役割＞

＜市民の役割＞ 
○緑に対する興味・関⼼を持

ち、居住する地域の緑化や
管理活動の参加に努める。 

○所有または管理する⼟地の
緑化や維持管理に努める。
等 

市⺠、関連団体・事業者、⾏政が協働しながら、緑の将来像の実現を目指します。 

緑のまちづくりに向けた機能別方針 緑地等の整備・管理方針 地域別方針 

市⺠等との連携に向けた取組

市⺠・事業者の支援の充実 

 生け垣や植込地の設置や壁⾯緑化、屋上緑化な
ど、補助⾦制度を活⽤した⾝近な場所における緑化
の推進や、⾃然再生活動団体や地域のボランティア
の方々への⽀援の充実を図ります。 

環境教育・環境学習の推進 

 保全緑地等では、ボランティア団体の協⼒を得なが
ら⾃然観察会などを通じて、⾃然にふれあう機会の充
実を図ることや、学校等の公共施設でのグリーンカー
テンの設置等により、環境教育・学習を推進します。

緑の普及・啓発に向けた機会の提供 

 川口緑化センターやグリーンセンターなどの施
設を活⽤し、栽培等の研修会を開催するとともに、
イベント等において、植⽊を中⼼とした花き等をＰ
Ｒすることで、緑化産業の振興を図ります。

緑に携わる⼈材の育成・活用 

 保全や緑化活動に携わるボランティアの⼈材や、
団体の育成を図る講座を開催し、緑化協⼒団体との
協働により、緑化の推進を図ります。 


